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上の出産月から起算して 9 ヶ月間とし、3 ヶ月毎に、妊娠第 1 期、妊娠第 2 期、
および妊娠第 3 期に分けた。児の追跡は、出生から 2017 年 7 月まで、または児









を処方された母親は 195人（0.7%）で、処方内容は SSRIs 152人（77.9％）、SNRIs 
10 人（5.6％）、その他の抗うつ薬 50 人（25.6％）であった。妊娠期間別では、
第 1期に 187人（95.9％）、第 2期に 72人（36.9％）、第 3期に 58人（29.7％）
が処方されていた。ASDと診断された児は 430人（1.6％）であり、男女比は 3：
1（335 [1.2％]対 95 [0.4％]）であった。抗うつ薬使用と ASDの関連について行
った粗解析およびモデル 1解析では、ASDのリスクは抗うつ薬使用群で有意に高
かった（粗解析：OR 2.32、95%CI 1.08 to 4.95、モデル 1：OR 2.37、95%CI 1.10 
to 5.09）。しかし、モデル 2解析では、統計的有意差は失われた（OR 0.76、95%CI 
0.27 to 2.18）。さらに、妊娠中にうつ病の診断を受けた母とその児に限定したサ
ブグループ解析では、抗うつ薬使用群と非使用群で ASDのリスクに有意差はなか









出ていない。本研究では、株式会社 JMDCより入手した、2005年 1月から 2014年
7月の期間の母親とその児の診療報酬請求情報を用いて、妊娠中の母親の抗うつ薬
使用と出生児の ASDとの関連をロジスティック回帰分析により検討した。ASD有無
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